	                                                                                      南病棟　チームカンファレンス記録
	院　長
	課　長
	主　任

	

	
	
	
	
	

	平成　１７　年　７　月　　１3 日　（水）
	
	
	
	


               司会者　中村　美奈子　　　　記録者木村　文子
	根市
	松沢
	中村(美)
	西山
	木村
	杉澤
	中野
	小泉
	清川
	小向
	小笠原
	

	　　　　　　
	
	　
	
	　
	　　
	
	　　
	
	
	
	

	○
	深夜
	○
	深夜
	　　○
	準夜
	公休
	○
	○
	公休
	公休

	石橋
	山本
	三本木
	森崎
	日向端
	荒木田
	　及川
	山地
	沼端
	鈴木
	　渡辺
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	○
	公休
	○
	CD留守
	
	CD留守
	A留守
	
	

	中村（浩）
	　仲村
	上口
	佐々木
	諏訪
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	　　　　　　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	○
	学校
	学校
	○
	
	
	
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・大島　定美様　　　レントゲン検査の結果、気管支肺炎の経過は良好です。現在服用している抗生剤（サマセフ）で経過を見ていくそうです。

・橋本　万様　　　　利尿剤継続処方となっています。ベットに臥床する際には下肢を挙上し、又十分な排尿があるかも観察して行きましょう。

・大平　よし様　　　利尿剤継続処方となっています。又十分な排尿があるかも観察して行きましょう。

・南　市三郎様　　　発熱、痰鳴、耳だれあり　鉄剤・解熱鎮痛剤・抗生剤　継続処方となっています。耳だれはきれいに清拭おこなっていきましょう。

・呉　忠雄様　　　　痰鳴・喘鳴強くなっています。自力で排痰できない場合吸引行い苦痛を取り除いていきましょう。現在　解熱鎮痛剤・抗生剤処方となっています。

· 明日14日　14:00～　東八戸病院より　転院対象の患者様の調査及び見学がきます。

環境整備を徹底しましょう。

＜患者様のNCP評価検討＞

· 根市　己佐男様　

♯1　むせ込みあり誤嚥性肺炎を起こしやすい

　　　　（食事はトロミアップ使用の形態になっている。）

ゆっくり摂取するように声をかける

そばで見守る（自力で摂取できる）

むせこんだ時は、休憩する

水分補給時もトロミアップ使用する

食後は嗽し、口腔内の食物を除去する

· トイレ誘導の必要な患者様の誘導時間変更について

　　　　夕食前のトイレ誘導について、排泄パターンの傾向から数名時間を変更します。

　　　　宮　チヤ様　　今まで17：30のトイレ誘導　→　　16：00　18：30に変更

· 17：30にはすでに失禁されている事が多い為、前後2回に分　　けます。

　　　　

　　　　相内　ノブ様　　17：30　トイレ誘導　　→　　18：30へ変更

· 失禁なく排泄間隔も比較的長いため

＜褥瘡状態の評価＞

・　鳥喰　經三様　　左踵部　　浸出液・悪臭ともに少なくなり改善傾向です。

　　　　　　　　　　両足浮腫もあり浮腫皮膚面に貼ったビニールテープで新たなびらん形成が見られていましたが、ストッキングで覆いガーゼをとめるようになってからはテープ負けもなくなっています。

・　上野　真二様　　左臀部、仙骨部、両下肢に褥瘡形成あり。左臀部は創部の壊死も見られています。下肢は浸出液多く見られています。食事摂取状態も思わしくない事から、カロリはー補食でおぎなっています。嚥下機能も低下みられることから、主食をお粥にし食べやすくして摂取状況の改善を図っていきます。

・　永洞　恭子様　　創部の浸出液は少なくなっています。ビニールまけか？創部の周囲　

　　　　　　　　　　ビニールのあたっている部分の皮膚面に発赤が見られています。

　　　　　　　　　　ビニールは広範囲にせず創部のみに限定し、カットしたストッキングで覆うようにしていく。

　・呉　忠雄様　　　仙骨部　両下肢　左肩に褥瘡形成あり。左側臥位になってしまう事が多い為　左肩の圧迫を避けるためにも、食後は車椅子で過ごし、処置後はベット（右側臥位）の時間を設ける

　　　　

・北山　和子様　　左踵部褥瘡あり。浸出液は少なくなってきている。

　　　　　　　　　悪臭も少なくなってきています。処置継続です。

・橋本　万様　　　仙骨部に褥瘡あり。創部は小さくなってきています。処置続行です。

　　　　　　　　　

